
  

橋
下
市
長
は
昨
年
12
月
28

日
に
行
っ
た
施
政
方
針
演
説

で
、
「
成
長
は
広
域
行
政
、
安

心
は
基
礎
行
政
」
と
し
、
「
府

市
統
合
本
部
」
が
、
「
う
め
き

た
」
や
夢
洲
・
咲
洲
の
ま
ち
づ

く
り
―
大
規
模
開
発
を
行
い
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
基
礎

自
治
体
の
仕
事
は
、
「
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
考
え
、
で
き
る
限
り
ス

リ
ム
化
を
図
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。 「

大
阪
に
ふ
さ
わ
し
い
自

治
の
仕
組
み
」
「
市
役
所
を
変

え
る
」
「
大
阪
か
ら
日
本
を
変

え
て
い
く
」
「
国
の
か
た
ち
、

グ
レ
ー
ト
・
リ
セ
ッ
ト
」
と
語

り
ま
し
た
が
、
市
民
生
活
の
現

状
、
市
民
の
貧
困
に
つ
い
て
触

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

市
民
の
願
い
は
雇
用
・
福

祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実
で

す
。
府
市
統
合
本
部
で
論
議
し

て
い
る
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
や
道
頓
堀
プ
ー

ル
は
い
り
ま
せ
ん
。
３
年
連
続

児
童
虐
待
死
事
件
が
起
こ
っ

た
大
阪
市
で
、
「
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
」
地
方
自
治
体

の
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
が

橋
下
市
長
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

 

２
月
20
日
発
表
さ
れ
た
２
０
１
２

年
度
暫
定
予
算
案
で
は
、
赤
バ
ス
へ

の
補
助
金
、
地
下
鉄
事
業
か
ら
の
バ

ス
事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
を
凍

結
。
露
骨
な
民
営
化
路
線
で
す
。
市

営
交
通
・
上
下
水
道
料
金
福
祉
措
置
、

新
婚
世
帯
向
け
家
賃
補
助
な
ど
は
４

カ
月
間
の
事
業
と
し
、
府
市
統
合
本

部
、
大
阪
市
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
暫
定
期
間
中
に
ふ
る
い
に
か

け
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
っ
て
い
く

ね
ら
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
大
阪
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
が

23
日
、
初
の
勉
強
会
を
開
い

て
先
進
地
の
東
京
都
の
事
例

を
詳
し
く
説
明
す
る
と
、
保
護

者
か
ら
『
思
っ
て
た
の
と
ち
ゃ

う
』
と
い
う
声
が
相
次
い
だ
」

と
朝
日
新
聞
２
月
24
日
付
が

報
じ
ま
し
た
。 

 

特
定
の
学
校
に
人
気
が
集

中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
定
員
を

超
え
た
希
望
が
あ
れ
ば
抽
選

と
な
る
、
抽
選
に
落
ち
た
ら
子

ど
も
が
傷
つ
く
こ
と
が
心
配

の
保
護
者
が
多
い
、
兄
弟
が
同

じ
学
校
に
い
け
な
い
場
合
も

あ
る
、
現
実
の
制
約
を
考
慮
し

て
地
域
の
学
校
に
就
学
さ
せ

る
親
は
増
え
、
今
年
度
は
７
割

に
な
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
市

内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ら
は
８
割

が
「
自
分
が
思
っ
て
い
た
の
と

違
う
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

教
育
基
本
条
例
へ
の
批
判

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
・
保
護
者
が
競
争
に
巻
き
込

み
育
を
ゆ
が
め
、
学
校
統
廃
合

に
つ
な
が
る
学
校
選
択
制
の

強
行
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。 


